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   主題 

国際会長   「信念のあるミッション（使命・目標）」          会 長  亀野 貞                     

アジア地域会長「愛をもって奉仕しよう」                副会長  千賀直道 

西日本区理事 「あなたならできる！きっとできる」           書 記  薦田正男                    

中部部長   「踏み出そう 次の一歩のための一歩を」         会 計  佐脇康弘 

クラブ会長  「ワイズで学び ワイズで奉仕」             直前会長 薦田正男  

 

今月の聖句 

 「地の上には、み心にかなう人びとに平和があるように。」 

                         ルカによる福音書 2章 14節                                           

  

        12月例会案内 

日 時 12月 10日(木) １9時～ 

会 場 「津祢や」白子駅前 

四日市クラブとの合同クリスマス例会 

会 費 3000円 

開会点鐘 

ワイズソング斉唱 

会長挨拶             会長 

ゲスト紹介 

報告事項 

その他 

閉会点鐘 

 

 

 在  籍 第１例会  第２例会 メークアップ  出 席 率 ファンド 

 

  4 名 

 

 3  名 

 

 

 

 

 

 75 ％ 

 

 

                   時間厳守・親睦・奉仕 
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       第 2回中部評議会 

 

日時 2015年 11月 28日（土）12時～13時 

会場 南山ファミリーYMCA 

（第 1号議案） 

2015～2016年度会計予算修正の件 

協議の結果 再度検討する   議案取り下げ 

（第 2号議案） 

2017～2018年度 次次期中部部長選出の件 

次次期中部部長 山内ミハル氏（金沢クラブ） 

ホストクラブ 金沢クラブ 

 

      中部 EMC200推進委員会 

 

同日開催 

中部 EMCシンポジュウムとして 

小野勅紘西日本区 EMC事業主任えお招いて西日本区の

状況を聞く（資料を用意） 

西日本区の会員の推移 2015年 7月 1日現在 1529名 

西日本区会員の平均年齢 58.3歳 

2022年がワイズ 100周年になる 7年後 2022名 

100クラブを目標に活動する 

 

   中部 YYフォーラム・名古屋 YMCA大会 

 

同時開催 

 

 

      みえ YMCAたより 

 

12月 17日（木）10時～  地場産三重 6Fホール 

YMCA幼児園 クリスマス祝会 

2学期終了 

        

      津クラブ行事予定 

 

12月 10日（木）19時～ 白子駅前「津祢や」 

1月 9日（土）10時～  心豊円 餅つき大会 

『名古屋は日本の白菜発祥の地である？』 

 

                  亀野 貞 

 

数年前、マスコミにこの文言が登場しました。 

白菜は鍋物、漬物等の日本食の素材として古くから利

用されてきた、と誰もが信じていると思います。しか

し、白菜が定着したのは、明治後半だそうです。 

白菜は英語でチャイニーズキャべッジ、学名でブラシ

カ・ペキネンシスとされ、中国原産野菜であり、日本

への渡来も古くからあったものと思われます。しかし、

中国から種子を持ち帰り、栽培して、晩春に次世代の

種子を確保しても、その種子を播くと前年に得られた

結球した白菜が得られなかったようです。安定した形

質（結球）が維持できないため定着できなかったと考

えられています。 

白菜の結球性を維持する技術を開発したのが、名古屋

市中川区・荘内川西岸にある『野崎採種場』という種

子生産会社です。日清戦争で持ち帰った白菜種子から

種子を増殖して売り出した、とされていますが、種子

生産はそれほど簡単ではなかったそうです。） 

白菜の花が咲くころは、植物分類上、白菜とまったく

同じ『種（しゅ）』である蕪、小松菜、その他漬物用

の多くの菜っ葉類が同時期に「なのはな」を咲かせま

す。みつばちがブンブン飛んでいるので白菜から得た

種子といえども蕪や小松菜とのハーフになっていま

す。このため結球の性質を確保できません。特に、ア

ブラナ科の植物（大根、キャベツ、ぺんぺん草（ナズ

ナ）等の４枚花弁（十字花））は、自身の花粉を受粉

することを拒否する性質（自家不和合性）が強く、他

の植物体の花粉を受け入れたほうがスムーズに種子

を作るため結球性の維持は困難です。野崎採種場は蕪

や漬け菜の花粉から白菜の花を隔離する方法で白菜

の形質維持に成功したわけです。 

白菜に限らず、自家不和合性の強い野菜では、松尾芭

蕉で有名な松島や、瀬戸内の島々を利用して他の作物

や品種の花粉が飛んでこない地域を利用して種子生

産をしているそうです。 

 


